
第４学年 国語科学習指導案 
日 時 平成２０年１０月１６日（木）５校時 
児童数 男子３名 女子５名 計８名 
指導者 岩崎 健 

 
１ 単元名 場面をくらべて読もう 
２ 教材名   一つの花（光村図書 ４年下） 

補助教材名 おりづるの旅（ＰＨＰ研究所） 
 
３ 単元について 
（１）児童について 
  児童はこれまでに、３年上「きつつきの商売」で「場面」という言葉に出会い、３年下「ちいちゃん

のかげおくり」で、「場面の移り変わり」を考える学習をした。４年上「三つのお願い」では、場面ごと

の登場人物の気持ちを音読で表現する学習をしている。また、「白いぼうし」では、登場人物の様子、場

面の情景描写、表現の特徴に気をつけながら読み、補助教材を使用して読み比べながら、読みとりを深

める学習をしてきている。これらの学習を通し、子どもたちは、登場人物の気持ちや場面の様子につい

て大事な言葉を見つけながら叙述を基に読みとったり、音読を工夫したりすることができるようになっ

てきている。 
  ＮＲＴの結果を見ると、「読む」領域の正答率は７５％で、全国の正答率５９％を上回っており、中領

域「叙述を基に場面を想像して読むこと」「中心を押さえて読むこと」「様子がわかるように声に出して

読むこと」は、いずれも全国の正答率を上回っている。 
また、本校の国語科アンケート結果によると、「国語の学習がとても好き」または「まあまあ好き」と

答えた児童は７名となっており、国語科の学習を好きな児童がほとんどである。読書についての様子を

見ると、いろいろな種類の本を読んでいるかについては「とても」と答えた児童は２名と少なく、読書

量はそれほど多くはない。このような児童の実態から考えると、いろいろな本を読みたいという意欲を

高めさせ、読書生活がより豊かになるようにする必要があると考える。 
（２）教材について 

 小学校学習指導要領における第三学年及び第四学年、「Ｃ読むこと」の目標は「（３）目的に応じ内 

容の中心をとらえたり段落相互の関係を考えたりしながら読むことができるようにするとともに、幅広 

く読書しようとする態度を育てる。」である。 

  本単元は、キーワードに気をつける読み方を知り、場面を比べながら登場人物の様子や気持ちを読み

取り、戦争をテーマにした作品の世界に迫ることをねらいとしている。 
  本教材は、主人公「ゆみ子」とその両親の戦争中から戦争後までの様子を描いた物語であり、平和へ 

の願いと家族愛が主題になっている。物語の前半の場面は戦争中、後半は戦争後という構成になってお 

り前半と後半を対比的にとらえることによって、戦争と平和がもたらすものをとらえることができる。 

また、くりかえし出てくる言葉「一つだけ」に着目し、場面による意味の違いを対比的にとらえるこ 

とで、題名「一つの花」の象徴性に気付かせ、物語の世界に迫っていくことができると考える。 

  本単元の学習を通して、登場人物と場面の情景を、叙述を基に想像しながら読む能力を習得させ、読 

みの視点とキーワードを手がかりとしながら自分の感想をもつ力を育てたい。また「一つの花」と補助 

教材を読み比べて共通点を見つけたり、自分の考えをまとめたりしながら戦争や平和に対する考えを深 

めさせたい。さらに、日常の読書活動においても習得した読み方を活用して読書の幅を広げていこうと 

する態度を育てていきたい。 

（３）指導にあたって 

  本単元の指導にあたっては、つかむ段階で、戦争を題材にしたビデオを見たり「ちいちゃんのかげお 

くり」の読み聞かせをしたりしながら、戦争の時代を想像させ、関心をもたせる。また、戦争をテーマ 
にした本を読むことと、感想交流会を行うという目的意識をもたせる。たしかめる段階では叙述を基に 
場面の情景や登場人物の気持ちを想像できるよう、教科書にサイドラインを引き、書き込みをさせる。 
書いたことは全体で交流させながら、自分の考えを深めることができるようにさせたい。さらに、読み 



の視点「戦争時代の様子・あらすじ」「登場人物の様子と気持ち」「題名とキーワードの言葉」に着目さ 
せながら読み取ったことをまとめさせる。また、「一つだけ」に込められた家族の気持ち、題名「一つの

花」について思ったことを自分なりにまとめ、話し合うことができるようにさせたい。戦争をテーマに 
した本を並行読書する際には、教室にコーナーを設置して環境を整え、ブックウォークの取り組みも通 
して読書に取り組みながら本教材との共通点を見つけたり、戦争や平和について自分なりの感想をもっ 
たりすることができるようにしていく。 

  ひろめる段階では、「一つの花」の学習で習得したことを生かしながら補助教材「おりづるの旅」を 

読み、感想交流会での発表用シートに自分の考えを視点に沿ってまとめさせる。感想交流会では、「戦 

争時代の様子・あらすじ」「登場人物の様子や気持ち」「題名とキーワード」、さらに「名場面」につ 

いての交流を行う。交流しながら、自分の読み取りと比べたり、共通点を見つけたりしながら自分の読 

み取りを見つめ直すことができるようにする。そして、子どもたちなりに戦争と平和についての考えを 
深めることができるようにさせたい。 

また、他の戦争をテーマにした作品を読もうとする意欲を高め、読書の幅が広がるように指導してい 

きたい。 

 

４ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

○戦争をテーマにした本を読書する目的をもち、進んで本を選んだり人物の心情を想像したりしようとし

ている。（国語への関心・意欲・態度） 

◎場面の情景や登場人物の様子について叙述を基に想像しながら読むことができる。(読むこと・ウ) 

◎「一つの花」と補助教材の読み取りや並行読書を生かして、戦争と平和について自分なりの考えをもち 
友だちの考えと比べることができる。（読むこと・エ） 

○時代背景等を理解するために、必要な語句を増すことができる。（言・エ（ア）） 
 
（２）評価規準 

関心・意欲・態度 読むこと 言語事項 

 戦争をテーマにした本を読書

する目的をもち、進んで本を選ん

だり人物の心情を想像したりし

ようとしている。 
 
 

 場面の情景や人物の様子につい

て叙述を基に想像しながら読んで

いる。（ウ） 
 読み取った内容について自分の

考えをもち、友だちの考えと比べ

ながら考えをまとめている。（エ）

 戦争の時代を理解するために、

必要な語句を増している。（言エ

（ア）） 
 
 
 

 
５ 指導と評価の計画（指導時間１０時間） 
段階 時間 おもな学習活動 評価規準（おおむね満足できる状況） 

第一次 
  

つ 
 

か 
 

む 
 

  

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 「一つの花」の全文を読み、学習の

めあてをもつ。 
 
（１）・全文を音読し、初発の感想をノー

トに書いて発表し合う。 
   ・新出漢字、語句の練習をする。 
（２）・読み聞かせを聞いたり、ビデオ鑑

賞をしたりしながら、戦争をテー

マにした作品の感想をもつ。 
・読みの視点を話し合って設定し、

学習計画・読書計画（並行読書、

ブックウォーク）を立てる。 

関 戦争中の様子に関心を持ち、感想を書い

たり、発表したりしようとしている。  

[発言・ノート・観察]
読 戦争中の様子や登場人物の様子を想像し

ながら自分なりの感想をもち、ノートに

書いている。      [発言・ノート]
言 新出漢字の読み方や語句の意味について

理解している。[ノート] 
 
 



第二次 
 
 

た 
 

し 
 

か 
 

め 
 

る 
 

 

６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 場面の様子と登場人物の様子を読

みの視点に沿って読み取る。 
 
（１）ゆみ子が最初に覚えた言葉と、戦

争中の様子について読み取る。 
（２）高い高いをする父親のゆみ子に対す

る行動と思いを読み取る。 
（３）戦争に行く日の父と、それを見送

る母の様子や気持ちを読み取る。

（４）一輪のコスモスの花に託した父親

の様子や思いを読み取る。 
（５）戦争中と戦争後十年の暮らしを比

べて、母親とゆみ子二人の暮らし

を読み取る。 
（６）題名「一つの花」について、自分

の考えを交流し合う。 

関 場面の情景や人物の様子を叙述を基に想

像しながら読みとろうとしている。 
[発言・観察] 

読 叙述をもとに両親の気持ちを想像しな

がら読みとっている。 
[発言・教科書・ワークシート]

読 戦争中の場面と比べることで、戦後の平

和な生活について読み取っている。 
[発言・教科書・ワークシート]

読 読み取ってきたことを振り返りながら、

題名にこめられた思いを感じ取り、自分

の考えをもっている。    
[発言・ワークシート]

言 語句に着目しながら意味を調べ、言葉の

使い方を理解している。 

第三次 
 

ひ 
ろ 
め 
る 

 

２ 
 
 
 
 
 

本時 

３ 補助教材「おりづるの旅」を読み感

想交流会を行う。 
 
（１）「おりづるの旅」を読み、視点に沿

ってシートにまとめたことを交流

し合う。 

（２）「おりづるの旅」の「名場面」につ

いて、自分の考えをワークシートに

まとめ、感想交流会を行う。 

 

関 戦争をテーマにした作品に関心を持ち、

自分の感想をもって感想を交流しよう

としている。     [発言・観察] 
読 習得したことを生かしながら作品を読

み取っている。      [発言・観察]
読 作品を読み取る視点や題名についての

自分の感想をもち、友だちの考えと比べ

ている。[発言・観察] 
言 紹介シートに書き表すために必要な語

句を理解し、表現している。 
[発言・ワークシート]

６ 本時の指導 
（１）本時の目標 
  【読むこと】 
 ・「おりづるの旅」の自分の読み取りと、友だちの読み取りを比べながら共通点を見つけたり、感想を 

もったりしながら交流し、自分の読み取りを深めることができる。 
 
（２）授業仮説 
○仮設２ 『単元における読む目的を明確にした学習活動をする。』に関わって 

・作品を読む視点「戦争時代の様子・あらすじ」、「登場人物の様子と気持ち」、「題名とキーワード」 
と「名場面」に沿って他の戦争作品を読み、感想を交流し合うことで、自分の読みをさらに深めるこ 
とができるであろう。                               【活用２】 

（３）展開 
段階 学習内容とおもな学習活動 ・教師の支援 

仮説に関わる主な支援  評評価 

つ 

か 

む 

５分 

１ 学習のめあてを確認し、前時の

学習を想起する。 

 

２ 本時の学習課題を確認する。 

「おりづるの旅」の「名場面」につい

て語り合おう。  

・前時の学習を振り返り、本時の学習課題を確認する。 

・学習課題を一斉読し、課題をつかませる。 

 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

た 

 

し 

 

か 

 

め 

 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５

分 

 

３ 本時の学習の進め方について確

認する。 

 

４ 一人学びで「名場面」の読み取

りを行い、ワークシートに記入す

る。 

 

 

５「名場面」について発表し合い感 

想を交流し合う。 

 

６  自分と友だちの読み取りとの共 

通点や違いを見つけ、ワークシー 

トに記入する。 

 

・本時の進め方について確認するとともに、「一つの花」の

「名場面」を交流した学習を想起させる。 

・発表を聞く際は、メモをとってもよいことにする。 

・「名場面」だと考えた根拠をしっかりもたせながらワーク

シートに記入させる。 

・「名場面」について発表する際、その場面を音読でも紹介

させる。 

 

仮説２に関わるおもな支援 

・友だちの発表を聞きながら自分の考えとの共通点

や違いを見つけ、感想をワークシートに記入して

交流することができるようにさせる。 

 

評  

  ＜おおむね満足できる状態Ｂ＞ 

友だちの発表を聞き、自分の考えとの共通点や違いを見

つけたり、感想をもったりしながらワークシートに書く

ことができる。 

○Ｃの子への支援 

・シートの視点に沿って自分の感想を振り返らせなが

ら、友だちとの共通点を見つけさせる。必要に応じて

共通点を指摘しながら理解させる。 

(発言・観察・ワークシート) 
 

ま

と

め

る 

１５

分 

 

７ 本時の学習のまとめをする。 

・これまでの学習を振り返り、分か

ったことや感想を発表し合う。 

 

８ まとめの音読をする。 

９ 次時の学習内容を確かめる。 

・本時の学習を振り返り、感想をシートに書いて発表する。

評 本時の学習で分かったこと、感想をシートに書くこと

ができたか。    （観察・発言・ワークシート） 

 

・自分が選んだ「名場面」を音読する。 



７ 板書計画 

 

     交 

     流 

     の 
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想    と 

     め 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

課
題 

「
お
り
づ
る
の
旅
」
の
感
想
を
交
流
し
よ
う
。 

Ａ
グ
ル
ー
プ 

・
同
じ
本
を
読
ん
で
い
て
も
、
感
じ
方
や
読
み
取
り
方
の
ち
が
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

・
戦
争
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
悲
し
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
努
力
し
て
き
た
人
た
ち
が
い
る
。

・
お
り
づ
る
に
は
、
さ
だ
子
の
願
い
と
、
地
球
全
体
が
平
和
で
あ
る
こ
と
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
グ
ル
ー
プ 

様
子 

あ
ら
す
じ

登
場
人
物
に
つ
い
て 

題
名
と
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て 

自
分
の
考
え
と
に
て
い
る
と
こ
ろ
・
ち
が
う
と
こ
ろ
・
分
か
っ
た
こ
と 



第
四
学
年 

 

教
材
分
析
表 

 

（
物
語
文
） 

 
単
元
名 

 

場
面
を
く
ら
べ
て
読
も
う 

教
材
名 

 

一
つ
の
花 

   

主
題 

 

悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
生
き
続
け
る
人
間
の
強
さ
と
美
し
さ

 

  

後 
   

戦 

          

中 
    

時 
   

戦 

   

中 
 

時 
 

戦

 
 

 

成 構 

十
年
後
の
ゆ

み
子
と
母
親

の
様
子 

戦
争
に
行
く

日
の
ゆ
み
子

一
家
と
ゆ
み

子
に
一
つ
の

花
を
託
し
て

出
征
し
て
い

く
父 

ゆ
み
子
を
見

守
る
両
親
の

嘆
き 

「
一
つ
だ
け

ち
ょ
う
だ
い
」

を
覚
え
た
ゆ

み
子 

戦
争
中
の
様

子 小
見
出
し 

   

三 
          

二 
      

一 面 場 

・
そ
れ
か
ら
十
年
の
月
日
が
た
ち
ま
し
た
。 

・
ゆ
み
子
は
お
父
さ
ん
顔
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
に
・
・
・
し
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

・
と
ん
と
ん
ぶ
き
の
小
さ
な
家
は
、
コ
ス
モ
ス
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。 

・
そ
こ
か
ら
ミ
シ
ン
の
音
が
速
く
な
っ
た
り
、
遅
く
な
っ
た
り
、
何
か
お
話
を
し
て
い
る
か
の
よ 

う
に
、
・
・
・
。 

・「
母
さ
ん
、
お
肉
と
お
魚
ど
っ
ち
が
い
い
の
。」 

・
買
い
物
か
ご
を
さ
げ
た
ゆ
み
子
が
、
～
コ
ス
モ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
を
を
く
ぐ
っ
て
出
て
き
ま
し
た
。 

・ ・
あ
ま
り
じ
ょ
う
ぶ
で
な
い
お
父
さ
ん
も
戦
争
に
・
・
・
・
。 

・
お
母
さ
ん
の
・
・
・
か
ば
ん
に
は
、
・
・
・
包
帯
、
お
薬
、
・
・
・
大
事
な
お
米
で
作
っ
た
お 

に
ぎ
り
が
・
・
・
。 

・「
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
、
お
じ
ぎ
り
、
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
。」 

・
駅
ま
で
に
着
く
ま
で
に
み
ん
な
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

・
お
母
さ
ん
は
、
戦
争
に
行
く
お
父
さ
ん
に
、
ゆ
み
子
の
泣
き
顔
を
見
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
で

し
ょ
う
か
。 

人
ご
み 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

ほ
か
の
見
送
り
の
な
い 

 
 
 
 

ば
ん
ざ
い
の
声 

 
 
 

 
 
 

 

小
さ
く
ば
ん
ざ
い 

 
 
 
 

勇
ま
し
い
軍
歌 

 
 
 

 
 
 

 

軍
歌
の
声
に
合
わ
せ
て
歌
っ
て 

・
ま
る
で
戦
争
に
な
ん
か
行
く
人
で
は
な
い
か
の
よ
う
に 

・
と
こ
ろ
が
、
い
よ
い
よ
～
ゆ
み
子
の
「
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
。」
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。 

・
お
母
さ
ん
は
ゆ
み
子
を
あ
や
し
ま
し
た
が
・
・
・
。 

・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
は
し
っ
ぽ
の
、
ゴ
ミ
す
て
場
の
よ
う
な
所
に
、
わ
す
れ
ら
れ
た
よ
う
に
さ

い
て
い
る
コ
ス
モ
ス
の
花
・
・
・
。 

・「
ゆ
み
。
さ
あ
、
一
つ
だ
け
あ
げ
よ
う
。・
・
・
・
・
大
事
に
す
る
ん
だ
よ
ー
。」 

・
お
父
さ
ん
は
そ
れ
を
見
て
～
一
つ
の
花
を
見
つ
め
な
が
ら
ー
。 

・
「
な
ん
て
か
わ
い
そ
う
・
・
・
。
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
と
言
え
ば
な
ん
で
も
も
ら
え
る
と
思

っ
て
い
る
の
ね
。」 

・
お
父
さ
ん
が
深
い
た
め
息
を
つ
い
て
言
い
ま
し
た
。 

・「
こ
の
子
は
、
一
生
、
・
・
・
・
、
両
手
を
出
す
こ
と
を
し
ら
ず
に
す
ご
す
か
も
し
れ
な
い
ね
。

一
つ
だ
け
の
に
ぎ
り
飯
、
一
つ
だ
け
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
に
つ
け
ー
。
み
ん
な
一
つ
だ
け
。
一
つ
だ

け
の
喜
び
さ
。
・
・
・
・
・
・
・
ど
ん
な
子
に
育
つ
ん
だ
ろ
う
。
」 

・
そ
ん
な
と
き
、
お
父
さ
ん
は
決
ま
っ
て
ゆ
み
子
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
高
い
高
い
す
る
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・「
一
つ
だ
け
ち
ょ
う
だ
い
。」 

・
ゆ
み
子
の
は
っ
き
り
覚
え
た
最
初
の
言
葉
・
・
・
。 

・
ま
だ
戦
争
の
激
し
か
っ
た
こ
ろ 

 
 

 

そ
の
こ
ろ
は
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
だ
の
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
だ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
の
そ
ん
な
物
は
～
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
食
べ
る
も
の
と
い
え
ば
、
～
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

毎
日
、
敵
の
飛
行
機
が
飛
ん
で
き
て
、
～
は
い
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

・
ゆ
み
子
は
、
・
・
・
も
っ
と
も
っ
と
～
い
く
ら
で
も
ほ
し
が
る
の
で
し
た
。 

・「
じ
ゃ
あ
ね
、
ひ
と
つ
だ
け
よ
。
」「
一
つ
だ
け
ー
。
ひ
と
つ
だ
け
ー
。
」 

・
お
母
さ
ん
の
口
ぐ
せ
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

内 

容 

と 

構 

造 

・ 

と
ん
と
ん
ぶ
き 

・ 

包
ま
れ
て 

・ 

そ
こ
か
ら 

・ 

ミ
シ
ン
の
音 

・ 

お
肉
と
お
魚
と 

・ 

ス
キ
ッ
プ
し
な
が
ら 

・ 

コ
ス
モ
ス
の
ト
ン
ネ
ル 

・ 
戦
争
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・ 
防
空
頭
巾 

・ 

包
帯
、
お
薬
、
配
給
の
切
符 

・ 

大
事
な
お
米 

・ 

ば
ん
ざ
い 

・ 

た
え
ず
勇
ま
し
い
軍
歌 

・ 

兵
隊 

・ 

い
よ
い
よ 

・ 

ぷ
い
と
～ 

・ 

は
し
っ
ぽ 

・ 

わ
す
れ
ら
れ
た
よ
う
に 

・ 

あ
わ
て
て 

・ 

一
輪 

・ 

一
つ
だ
け
の
お
花 

・ 

深
い
た
め
息 

・ 

み
ん
な
一
つ
だ
け 

・ 

そ
ん
な
と
き 

・ 

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に 

・ 

一
つ
だ
け 

 

・ 

～
だ
の
、
～
だ
の 

・ 

お
や
つ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

・ 

配
給 

・ 

ば
く
だ
ん 

・ 

い
つ
も
お
な
か
を
す
か
し
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。 

・ 

口
ぐ
せ 

 
 

 
 
 

 
 

 

着
目
さ
せ
た
い
語
句
と 

言
語
事
項 
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